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今
年
よ
り
八
幡
仏
教
会
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
⌏
洞
泉
寺
住
職 

浅
野
真

顕
で
す
⌐
前
会
長 

石
神
明
様
に
は
⌏

永
年
に
わ
た
り
会
長
職
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
⌐
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
⌐ 

 

今
年
も
子
ど
も
の
日
に
⌏
お
釈
迦
様

の
お
誕
生
を
祝
う
花
祭
り
を
⌏
多
く
の

子
ど
も
達
と
共
に
行
う
事
が
出
来
ま

し
た
⌐
会
員
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
⌐ 

今
後
⌏
八
幡
十
三
ケ
寺
め
ぐ
り
暁
天
の

集
い
⌏
灯
篭
流
し
⌏
物
故
者
追
悼
法
要

と
続
き
ま
す
⌐
何
卒
ご
協
力
の
程
⌏
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
⌐ 

八幡仏教会ホームページ 
http://www.8butsu.jp 

理
事
改
選
の
お
知
ら
せ 

⍅
敬
称
略
⍆ 

 

会
長 

 
 

 

浅
野 

真
顕(

洞
泉
寺) 

 

副
会
長 

 
 

千
葉 

譲(

長
敬
寺)
・
玉
腰 

秀
樹(

淨
因
寺) 

事
業
部
長 

 

直
井 

忠 

総
務
部
長 

 

山
下 

健
一 

相
談
役 

 
 

石
神 

明(

願
蓮
寺)

 

 

会
長 

石
神 

明
氏
お
よ
び
副
会
長 

毛
利 

諦
信
氏
の
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
⌏
事
業
部
長 

浅
野 

真
顕
氏
を
会
長
に
⌏
千
葉 

譲
氏
・
玉
腰 

秀
樹
氏
を
副
会
長
に
推
挙
致
し
ま
し
た
⌐ 

ま
た
新
た
な
事
業
部
長
と
し
て
総
務
部
長
の
直
井 

忠
氏
を
⌏
新
た
な
総
務
部
長
と
し
て
理

事
の
山
下 

健
一
氏
を
推
挙
致
し
ま
し
た
⌐ 

四
月
二
十
四
日
開
催
の
理
事
会
・
世
話
人
会
に
て
承
認
を
諮
り
ま
し
た
と
こ
ろ
⌏
満
場
一
致

で
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
事
を
⌏
こ
こ
で
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
⌐
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
⌐ 

ご
挨
拶 

八
幡
町
八
幡
仏
教
会
会
長 

 

浅
野
真
顕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 幡 仏 教 会 報 ( 2 ) 平成 30 年 7 月 12 日 第９号 

平
成
二
十
九
年
度 

主
な
事
業
報
告 

五
月
五
日
⍅
金
⍆ 

 

花
祭
り
パ
レ
⌴
ド 

 

七
月
二
十
八
日(

金)

⍐
八
月
九
日(

水)
 

 
 

八
幡
十
三
⌳
寺
め
ぐ
り 

 

暁
天
の
集
い 

 

八
月
十
七
日(

木) 

 

灯
籠
流
し 

 

九
月
十
五
日(

金) 

 

追
弔
会 

平
成
三
十
年
度 

主
な
事
業
予
定 

五
月
五
日
⍅
土
⍆ 

 

花
祭
り
パ
レ
⌴
ド 

 

七
月
二
十
八
日(

土)

⍐
八
月
九
日(

木)
 

 
 

八
幡
十
三
⌳
寺
め
ぐ
り 

 

暁
天
の
集
い 

 

八
月
十
七
日(

金) 

 

灯
籠
流
し 

 

九
月
十
六
日(

日) 

 

追
弔
会 

 

仏
教
で
の
当
た
り
前
の
基
準 

八
幡
町
八
幡
仏
教
会
会
長 

浅
野
真
顕 

 

い
い
こ
と
に
な
り
ま
す
⌐ 

当
た
り
前
の
基
準
を
仏
教
で
は
何
処
に

置
い
て
い
る
か
と
い
う
と
⌕
一
切
皆
苦
⌖
つ

ま
り
人
生
は
苦
で
あ
る
⌏
苦
し
い
こ
と
が
当

た
り
前
に
お
い
て
い
る
の
で
す
⌐
仏
教
は
最

底
辺
に
置
く
の
で
⌕
何
事
も
な
い
状
態
は

⌕
極
め
て
幸
せ
な
状
態
⌖
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
⌐ 

生
き
よ
う
と
し
て
も
生
ま
れ
て
こ
ら
れ

な
い
命
⌏
生
き
よ
う
と
し
て
も
生
き
ら
れ
な

か
⌣
た
命
が
あ
る
と
思
う
と
き
⌏
人
と
し
て

生
ま
れ
⌏
今
生
き
て
い
る
こ
と
こ
そ
奇
跡
的

で
す
⌐
こ
の
上
な
き
幸
せ
で
あ
る
と
言
え
ま

す
⌐ ⌕

当
た
り
前
の
基
準
⌖
を
下
げ
る
こ
と
⌏

そ
れ
が
感
謝
の
生
活
⌏
あ
り
が
た
み
を
感
じ

る
生
活
⌏
幸
せ
な
暮
ら
し
に
通
ず
る
と
思
い

ま
す
⌐
い
つ
も
感
謝
の
出
来
る
生
活
を
し
た

い
も
の
で
す
⌐ 

幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
と
誰
も
が
そ
う
願
い
ま
す
⌐ 

で
は
そ
の
⌕
幸
せ
⌖
と
は
ど
ん
な
時
に
感
じ
る
の

で
し
⌦
う
か
⌐ 

例
え
ば
お
い
し
い
物
を
食
し
た
時
⌏
大
き
く
三
つ

あ
り
ま
す
⌐ 

一
つ
は
⌕
ま
あ
こ
ん
な
も
の
か
⌖
⌏
次
に
⌕
こ
ん

に
美
味
し
い
も
の
か
⌖
⌏
そ
し
て
⌕
こ
れ
だ
け
の
も

の
か
⌖
⌐
食
し
て
支
払
う
金
額
は
同
じ
な
の
に
⌏
何

故
こ
の
よ
う
に
差
が
出
来
る
の
で
し
⌦
う
か
⌐ 

そ
れ
は
各
人
の
当
た
り
前
の
基
準
が
違
う
か
ら

で
す
⌐ 

⌕
ま
あ
こ
ん
な
も
の
か
⌖
と
感
じ
た
人
は
⌏
自

分
が
考
え
て
い
た
味
だ
⌣
た
場
合
で
す
⌐ 

⌕
こ
ん
な
に
お
い
し
い
物
か
⌖
と
驚
い
た
人
は
⌏

自
分
の
想
定
よ
り
も
か
な
り
お
い
し
か
⌣
た
場
合

で
す
⌐ 

⌕
こ
れ
だ
け
の
も
の
か
⌖
と
不
満
を
漏
ら
し
た

人
は
⌏
想
定
よ
り
お
い
し
く
な
か
⌣
た
場
合
で
す
⌐ 

そ
う
思
う
と
⌏
幸
せ
に
暮
ら
す
方
法
は
極
め
て

単
純
そ
う
で
す
⌐
当
た
り
前
の
基
準
を
下
げ
れ
ば 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 幡 仏 教 会 報 ( 3 ) 第９号 平成 30 年 7 月 12 日 

平
成
三
十
年
度
役
員 

 

平
成
三
十
年
度
の
役
員
は
⌏
次
の
と
お
り
で

す
⍅
順
不
同
⍆
⌐
ご
苦
労
様
で
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
⌐ 

 

会 

長 

浅
野 

真
顕
⍅
洞
泉
寺
⍆ 

 

副
会
長 

千
葉 

譲 

⍅
長
敬
寺
⍆ 

 

玉
腰 

秀
樹
⍅
淨
因
寺
⍆ 

 

餌
取 

評
八 

 

事
務
局
長 

稲
村 

隆
元
⍅
悟
竹
院
⍆ 

 

会 

計 

本
田 

あ
け
美 

 

総
務
部
長 

山
下 

健
一 

 

事
業
部
長 

直
井 

忠 
 

教
化
広
報
部
長 

服
部 

貢
一
郎
⍅
善
光
寺
⍆ 

 

監 

事 

筒
井 

淳
美 

 

和
田 

勝
介 

 
理 
事 

川
上 

朝
史 

 

加
藤 

一
朗 

 

林 
 

忍 

 

清
水 

俊
夫 

 

大
前 

三
郎 

 
 
  
  
  
  
  
  
  

服
部 

純
一 

 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤 

克
久 

 
 
 
 
 
 
 
 

足
立 
政
男 

 
 
 
 
 
 
 
 

浜
口 
民
男 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
瀬 

忠
寿 

 

相
談
役 

石
神 

明
⍅
願
蓮
寺
⍆ 

 

寺 

院 

川
岸 

承
翁
⍅
楊
柳
寺
⍆ 

 

楠 
 

智
広
⍅
安
養
寺
⍆ 

 

高
橋 

教
雄
⍅
大
乗
寺
⍆ 

 

多
田 

克
次
⍅
最
勝
寺
⍆ 

 

東 
 

宜
隆
⍅
慈
恩
寺
⍆ 

 

中
島 

密
慈
⍅
遍
照
殿
⍆ 

 

毛
利 

諦
信
⍅
蓮
生
寺
⍆ 

 

 

町
内
世
話
人(

七
月
十
二
日
現
在) 

 

上

桜

町 

田
尻 

浩
下

桜

町 

酒
井 

則
子 

上

柳

町 

川
島 

圭
司 

中

柳

町 

坪
井 

重 

下

柳

町 

和
田 

修 

上

殿

町 

藤
田 

浩 

中

殿

町 

山
内 

幸
彦 

下

殿

町 

天
野 

健
吾 

職

人

町 

小
瀬 

保 

鍛

冶

屋

町 

島
川 

功 

大

手

町 

川
上 

朝
史 

本

町 

天
野 

収
一 

肴

町 

加
藤 

一
朗 

上

尾

崎

町 

清
水 

勝
行 

下

尾

崎

町 

直
井 

忠 

向

山 

坂
下 

重
次 

左

京

町 

小
林 

功 

常 

盤 

町 

林 
 

忍 

北

朝

日

町 

青
木 

寿
生 

南

朝

日

町 

富
田 

博
文 

上

愛

宕

町 

本
田 

あ
け
美 

中

愛

宕

町 

坪
井 

實 

川

原

町 

筒
井 

淳
美 

立

町 

羽
田
野
隆
司 

乙

姫

町 

川
端 

憲
彦 

山

本

町 

山
下 

健
一 

東

町

一

区 
  
  

宮
口 

千
種 

東

町

二

区 

和
田 

洋
一 

橋

本

町 

吉
田 

新
一
郎 

新

町 

清
水 

俊
夫 

稲

荷

町 

和
田 

あ
い
こ 

大

坂

町 

和
田 

勝
介 

上
日
ノ
出
町 

小
坂 

和
史 

下
日
ノ
出
町 

森
下 

裕
司 

上

日

吉

町 

山
田 

保
雄 

 

下

日

吉

町 

大
前 

三
郎 

 

朝
日 

令
子 

 

古
田 

博
之 

 

篠
田 

節
子 

 

和
田 

美
智
也 

 

鷲
見 

光
義 

今

町 

三
輪 

千
草 

栄

町 

山
尾 

淳 

今

小

町 

川
島 

弘
敬 

大

正

町 

河
合 

宏
幸 

 

遠
藤 

敦
則 

上

桝

形

町 

杉
山 

弘
恭 

下

桝

形

町 

長
尾 

登
美
夫 

新

栄

町 

服
部 

純
一 

住

吉

町 

加
藤 

克
久 

 

城

南

町 

鷲
見 

宏
康 

 

田
中 

清
美 

 

森 
 

徹 

 

松
本 

美
晴 

 

中
邑 

篤
司 

初

音

一

区 

金
子 

光
雄 

上 
 

が 
 

洞 

日
置 

浩 

五

町 

大
坪 

重
広 

 

白
滝 

明
久 

小
野
一
丁
目 

足
立 

政
男 

小
野
二
丁
目 

 
  
 

加
藤 

幸
則 

 

馬
場 

直
美 

小
野
三
丁
目 

浜
口 

民
男 

 

平
瀬 

忠
寿 

小
野
四
丁
目 

高
垣
美
代
子 

小
野
五
丁
目 

岡
崎 

稔 

 

斉
藤 

實 

小
野
六
丁
目 

永
瀬 

英 

 

小
酒
井 

久
男 

小
野
七
丁
目 

酒
井
美
津
夫 

 

三
島 

修 

小
野
八
丁
目 

森
下 

光 

 

後
藤 

千
廣 

中

坪 

餌
取 

評
八 

 

 
八
幡
十
三
⌳
寺
め
ぐ
り 

 
暁
天
の
集
い 

日
程 

毎
朝
六
時
⍐
三
十
分
程
度 

(

皆
勤
賞
も
あ
り
ま
す
ヨ) 

 

七
月
二
十
八
日
⍅
土
⍆ 

洞
泉
寺 

 
 

二
十
九
日
⍅
日
⍆ 

慈
恩
寺 

 
 

三
十
日 

⍅
月
⍆ 
願
蓮
寺 

 
 

三
十
一
日
⍅
火
⍆ 

最
勝
寺 

八
月
一
日 

 

⍅
水
⍆ 

善
光
寺 

 
 

二
日 

 

⍅
木
⍆ 

安
養
寺 

 
 

三
日 

 

⍅
金
⍆ 

悟
竹
院 

 
 

四
日 

 

⍅
土
⍆ 

浄
因
寺 

 
 

五
日 

 

⍅
日
⍆ 

長
敬
寺 

 
 

六
日 

 

⍅
月
⍆ 

大
乗
寺 

 
 

七
日 

 

⍅
火
⍆ 

蓮
生
寺 

 
 

八
日 
 

⍅
水
⍆ 

遍
照
殿 

 
 

九
日 

 

⍅
木
⍆ 

楊
柳
寺 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度八幡仏教会収支決算書 

平成 29 年 4 月 1 日～平成 30年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

繰 越 金 614,805 614,805 0  

会 費 収 入 740,000 735,500 △4,500 会員 1471 人  

事 業 収 入 295,000 273,329 △21,671  

内 

 

訳 

花まつり 15,000 16,284 1,284 参加 134 人, 賽銭 

灯籠流し 200,000 191,045 △8,955 90 基,志,賽銭 

追 弔 会 80,000 66,000 △14,000 志納金ほか 

暁天の集い 0 0 0  

雑 収 入 0 6 6 預金利息 

合 計 1,649,805 1,623,640 △26,165  

【 支 出 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

事 業 部 費 670,000 559,865 110,135  

内 

 

訳 

花まつり 180,000 141,114 38,886 ポスター,記念品,布施等 

灯籠流し 280.000 236,115 43,885 チラシ,灯籠,布施等 

追 弔 会 150,000 141,636 8,364 チラシ,供物,お礼,布施等  

暁天の集い 60,000 41,000 19,000 チラシ,ポスター,皆勤賞 

総 務 部 費 0 0 0  

教化広報費 50,000 95,936 △45,936 サ ー バ 利 用 料 、 会 報 

事 務 費 50,000 50,499 △499 通信費,事務用品等 

会 議 費 100,000 78,485 21,515 
世話人会,理事会 

懇 親 会 等 

渉 外 費 180,000 80,000 100,000 
市仏教会費 

倉庫土地借料 

備 品 費 100,000 0 100,000  

予 備 費 499,805 0 499,805  

小 計 1,649,805 864,785 785,020  

繰 越 金 0 758,855 758,855  

合 計 1,649,805 1,623,640 26,165  
 

積 立 金 定期貯金 1,150,820 (元利合計額)  

 

上記のとおり報告します。 

平成 30 年４月 1 日 八幡仏教会 会計 本田 あけ美 

監査の結果 正確であることを認めます。 

平成 30 年４月 1 日 八幡仏教会 監査 筒井 淳美 

 監査 和田 勝介 

 

 

平成 30 年度八幡仏教会予算 

平成 30 年 4 月 1 日～平成 31年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 前年度実績 予 算 額  備 考  

繰 越 金 614,805 614,805  

会 費 収 入 735,500 725,000 ＠500×1,450 戸分 

事 業 収 入 273,329 275,000  

内 

 

訳 

花まつり 16,284 15,000 参加費＠100×150 人分 

灯籠流し 191,045 200,000 灯篭申し込み＠2,000×100 基分 

追 弔 会 66,000 60,000 志納金ほか 

暁天の集い 0 0  

雑 収 入 6 0  

積立金取り崩し 0 0  

合 計 1,623,640 1,614,805  

【 支 出 の 部 】 

科 目 前年度実績額 予 算 額  備 考  

事 業 部 費 559,865 590,000  

内 

 

訳 

花まつり 141,114 150,000  

灯籠流し 236,115 240,000  

追 弔 会 141,636 150,000  

暁天の集い 41,000 50,000 13 ヶ寺めぐり 

総 務 部 費 0 0  

教化広報費 95,936 60,000 サーバ利用料、会報 

事 務 費 50,499 50,000 通信費,事務用品等 

会 議 費 78,485 100,000 世話人会、理事会、監査会 

渉 外 費 80,000 180,000 市仏教会費、倉庫土地借料等 

備 品 費 0 100,000  

予 備 費 0 534,805  

次年度繰越金 758,855 0  

合 計 1,623,640 1,614,805  

 

⌓
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